
食品産業進出候補地域の投資環境

名称 成都ハイテク産業開発区

地域 レベル 国家級

設立日 責任者

住所

開発面積（企画面積） 122.0 k㎡ 給水能力 220.0 万ﾄﾝ/日

電力供給能力 145.2億 KVA/年間 排水能力 4（汚水） 万ﾄﾝ/日

ガス供給能力 33.00 立方/年

天然ガス供給能力 90万 トン/㎥

工業土地使用料

商業土地使用料

住宅土地使用料

外国人向けの住宅賃料 4,500 元/㎡ 元/㎡

標準工場賃貸料 18 元/㎡/月 元/㎡/月

一般労働者の給与 19,270 元/年間/人 元/月/人

パートタイム労働者の給与 元/月/人 元/月/人

管理職員の給与 29,531（部門級） 元/年間/人 元/年間/人

工業用電気料 0.58 元/KWH 通信関連設備費用

ADSL
設備設置：180元
設備レンタル料
金：100元

元/回線

工業用水道料 3.20（汚水処理費を含む） 元/トン 天然ガス代 1.66 元/㎥

汚水処理費 元/トン 法人税率 15 ％

港湾水運

道路

空港

鉄道

食品安全

製造

流通

販売

外食産業

大気汚染に係る環境基準

水質環境基準

その他環境基準

地盤の強さ

水質（上水）

その他工場建設環境

外資に関する奨励制度

外資に関する規制

外国人就業規則

合計

日本

欧米

韓国

香港台湾東南アジア

代表的な日本企業

その他代表的
外資企業

現地人雇用状況

教育 大学/研究所 42／46 校 専門学校 校

外国人居住施設

日本料理

娯楽施設

常駐日本人数

ホテル

基礎産業（食品産業以外）

知的財産権に関わる制度

住所

氏名 張　乾 所属部門 投資促進委員会

ＦＡＸ 028-61885444 TEL

導入希
望項目

備考

その他

国家制度に準ずる
（企業、工場の規模、投資総額により優遇政策を行う場合もある）

028-61885439
13808196720

日本人駐在員ほか298人（2009年10月時点）

外資
導入
状況

投資総額（万ﾄﾞﾙ）

連絡先

成都市天府大道北段18号A座

生活
環境

多数ある

ゴルフ場、テニスコード、スポーツグラブ、健康ラウンジなどたくさんの娯楽レジャー施設がある。

五つ星のホテル8軒、四つ星のホテル17軒ほか多数出店

国家知的財産権のモデル地域であり、「成都高新産業開発区知的財産権保護援助基金実施規制」をもつ。

外国人向けの住宅地、国際学校、幼稚園など多数。また、四川大学華西病院特需医療部附属の外国人向け
国際病院もある。

成都平原に属しており、四川大地震の時も影響はなかった。

企業数（社）

投資
制度

税制（優遇税制）

国家制度に準ずる

国家制度に準ずる

国家制度に準ずる

工場
立地
環境

国家飲用水標準を超え、EUのEEC（98）基準に達している

楽山港から144ｋｍ、年間貨物取扱量800万トン以上；宜濱港から260ｋｍ

重慶-上海を結ぶ高速道路のほか、北海やその他多数の都市を結ぶ高速道路、国道が成都を経由している。

各種
規制

国家規制に準ずる

国家規制に準ずる

国家規制に準ずる

国家規制に準ずる

国家規制に準ずる

交通
運輸

中国で四番目に大きな空港である成都双流国際空港を近くにもつ。上海や北京までの便は、毎日15便以上就
航している。また国際線に関しては、ニューヨーク、ロサンゼルス、ロンドン、東京、ソウルなどの大都市までの
直行便が就航。

成都は中国南西地区の重要な鉄道輸送の中枢であり、宝鶏から成都まで、成都から重慶まで、成都から昆明
まで、達県から成都までの路線がある。

GB16297-1996
環境
基準

騒音：昼間　65ｄB（A）、夜間　55ｄB（A）

基本
施設

地理的条件
成都市内西部、市中心部から約6ｋｍに位置している。
南部団地と西部団地の2部団地から構成される。

その他
1991年に国務院によって、国家級のハイテク産業開発区として許可された。
2000年には、中国のAPEC科学技術工業として認可。二つの輸出加工区を持っている。

項目

概況

中国成都市西部に位置している

1988年

成都市天府大道北段18号A座

費用

MIN MAX

18万元/畆

競売による 競売による

競売による

10,000

40

65,601（会社級）

競売による

日立、ソニー、富士通、NECなどがある

IBM、シーメンス、モトローラ、GE、SAPなどの大手企業が多くある。

877社


